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試験⽅法 

Enhanced Ames Test (EAT) 
標準的なAmes試験の条件では、⼀部のN-ニトロソアミン（NDMAなど）の検出感度が低いことが懸念され 
［ex. ニトロソアミン類のげっ⻭類を⽤いた発がん性試験とAmes試験の結果が不⼀致であった（Rao et al., 1979）］
ニトロソアミンの変異原性をより⾼感度に検出するために開発された試験が、Enhanced Ames Test (EAT) 
です。 

評価⽅法︓欧州医薬品庁（EMA）ガイドラインのEnhanced Ames Test（EAT）に準拠 
使⽤S9︓30％ S9mixを調整 
       ラットS9（製造元︓オリエンタル酵⺟⼯業）/ ハムスターS9（製造元︓MOLTOX） 
陽性対照︓N-ニトロソジメチルアミン （NDMA）/ 1-cyclopenty-4-nitrosopiperazine（CPNP） 
判定基準︓コロニー数が陰性対照物質と⽐較して2倍以上認められた場合、陽性（変異原性あり）と判断 

試験条件 従来のAmes試験 EAT 

使⽤する菌株 TA100、TA1535、TA98、

TA1537、WP2uvrA 

TA100、TA1535、TA98、

TA1537、WP2uvrA (pKN101) 

使⽤するS9 ラットS9 ラットS9・ハムスターS9 

S9mixの濃度 10％ 30％ 

試験⽅法 プレインキュベーション法 

プレート法          など 

プレインキュベーション法を推奨 

プレインキュベーション時間 37℃ 20分 37℃ 30分 
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結果 

陽性対照群のデータ集積結果（平均） 

TA100、TA1535、WP2uvrA/pKM101株において、明らかな変異原性
（陽性反応）が認められた。 
TA98およびTA1537株では、⼀部で陽性反応が認められなかった。 
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